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事 業 概 要 

塩竃市北浜にある、三代続く「相原酒店」。店舗は国道 45号線沿いにあり、地酒専門の”酒の

駅“として地元客のほか、観光客からも人気を集める港町の酒屋です。平成 17 年、相原健太郎

さんが 25 歳の時に祖母から事業を引き継ぎ、家族一丸となって店を切り盛りしてきました。 

しかし平成 23 年 3 月、震災により店舗は全壊。友人や仲間の助けもあり、店舗再開にこぎつ

けたのは同年 8 月のこと。その後、地盤沈下により隣接地へ店舗を新築する際、経済産業省の 

グループ補助金及び被災中小企業施設・設備整備支援事業を活用しました。新店舗オープン後は

Webサイトの開設、Facebook等の SNSで新商品やイベント情報を発信するなど、健太郎さんの 

若い感性・企画力で、着実に認知度を高めてきました。 

健太郎さんは店舗の売上げが順調に回復していくなか、支援に頼りきりにならず、自力で利益

を生み出す仕組みを強化したいと感じていました。そこで、復興企業フォローアップ事業を活用

して専門家の派遣を受けることを決断、中小企業診断士の経営診断を受けました。診断に基づい

て現状の課題を棚卸し、客観的に業務を見直すことができ、客単価や時間帯別の来店客数、在庫

管理等の数値的な分析を意識するようになったことで、より安定した店舗運営ができるように 

なりました。他にも同業者とグループを作り蔵元を訪ねる等、人とのつながりを大切にしながら 

勉強に余念がありません。 

新規開拓の取組みでも積極的にイベントへ出店する等、幅広いお客様へのアピールに努めてお

り、より多くのお客様に美味しい地酒をお届けできるよう取り組んでいます。  

            

企 業 の 声 

被災中小企業施設・設備整備支援事業を利用した

ことで、資金繰りが安定し無事に復旧を果たすこと

ができました。今回、専門家派遣を受けたことで数

字面はもちろん、経営方針や数値目標を立てること

の重要性を再確認することができました。  

今後も復興企業フォロ－アップ事業を積極的に

活用して、成長を続けていきたいと思います。 

 

企 業 概 要 

代 表 者：相原 健太郎 

住 所：宮城県塩竈市北浜四丁目 8 番 20 号 

電 話：０２２-３６２-５１８７ 

U R L：https://aiharasaketen.com/ 

Facebook: https://fb.me/相原酒店-164817393664529/ 

主要商品： 浦霞・阿部勘・一ノ蔵 

地酒専門の ”酒の駅“ 

被災中小企業施設・設備整備支援事業 （復興企業フォローアップ事業） 

相原酒店 

復興企業フォローアップ事業は、被災中小企業施設・設備整備支援事業を利用し、復旧・復

興を目指す中小企業者等の経営課題解決へ向けた支援（専門家の派遣等）を行う事業です。 

 

店舗外観 

地酒の品揃
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